
事例：No. ３ 

 

マルチスキッダ導入よる集材効率向上と施業可能林地拡大 

 

1.林業事業体等名   A E株式 E

かぶしき

A A E会社 E

かいしゃ

A A Eミツヤマグリーンプロジェクト E

み つ や ま ぐ り ー ん ぷ ろ じ ぇ く と

A（福島県白河市） 

2.林業事業体の概要 

①年間素材生産量    12,000m3 （うち 間伐の占める割合 10％） 

②生産する主な樹種   雑木及びアカマツ・スギ         

③素材生産に関わる作業員数   20 名（1 セット平均 4 名×5 セット） 

（※現場によって 1 ｾｯﾄ 3 名又は 5 名の場合もある） 

3.取組の特長 

 マルチスキッダは国内で初めて導入されたグランド式無人架線集材機です。 

タワーヤーダの場合はキャレッジが空中で走行していますが、その地上版というイメージになりま

す。高密路網作業システムは山肌を痛めたり、枝葉・端材などの林地残材の回収に手間がかか

るため放置されるなど多くの問題があります。 

こういった問題を少しでも解消すべくメーカーと直接交渉し完成させました。 

グラップル付きで全木集材も可能、土場にA材からD材までの集材も効率アップできます。これに

よりプロセッサなどにより造材を行い、C 材 D 材はチッパー機による現地チップ化を行えば質の高

い造材及び効率の良い集荷が可能になります。 

又、機械に乗車せずリモコン操作で機械の移動・集材全てを行うため、重機横転や倒木による

災害防止にも大いに貢献できます。 

  

4.具体的な内容 

① 施業方法：マルチスキッダを設置する土場を決定し、先柱を選定する。マルチスキ

ッダを設置し主索を地面に這わせて張る。主索上に被せるように伐倒を行い、リモ

コンにてマルチスキッダを動かし集材を行う。また、簡単な設定により目的地まで

の自動運転を行いながら、土場又は先山のオペレーターのどちらかに操作権利を持

ち操作を行う。 

② 使用機械：プロセッサー１台（ベースマシン 12t クラス）クローラ１台（６ｔ積・マ

ルチスキッダ移動及び架線ウインチ用）、マルチスキッダ１台 

③ 作業システム：（記載例） 

１）旧作業システム（５人／セット） 

伐倒 

チェーンソー 

2人2台 

 木寄せ 

グラップル 

1人1台 

 全木集材 

トラクタ 

1人1台 

 枝払い・玉切り 

ハーベスタ 

1人1台 

２）現行作業システム（３人／セット） 

伐倒 

チェーンソー 

1人1台 

 全木集材 

マルチスキッダ 

1.5人1台 

 枝払い・造材 

プロセッサ 

0.5人1台 



 

③ 森林作業道の作設方法：作業道の作設なし 

④ 労働生産性及び素材生産コスト： 

 

区 分 旧作業システム 新作業システム 

 
利 用 間 伐 

労働生産性 
 

（㎥／人・日） 

素材生産コス
ト 
（円／㎥） 

労働生産性 
 

（㎥／人・日） 

素材生産コス
ト 
（円／㎥） 

4 8,400 7 7,000 
 

 

5.今後の取組等 

  新作業システムの導入により、労働生産性が向上し生産コストが下がった事から、実

践を多く積み、日本の山林にあった効率の良い作業システムを模索しながら人材育成を

行い、マルチスキッダの作業について広くアピールをしながら普及させたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【マルチスキッダによる集材】     【マルチスキッダによる運材】 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

所属：福島県県南農林事務所森林林業部  

役職・氏名：主査・飯沼良弘            

連絡先：０２４７－３３－２１２１ 

             

 


